
様式４

社会資本総合整備計画　フォローアップ報告書

下関駅にぎわいプロジェクト地区

平成２７年１１月

山口県下関市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見
見込み・確定

の別
1年以内の
達成見込み

指標１
中心市街地に訪れる
年間観光客数

人/年 112,600 112,600 121,605 ○ 86,747 H27年1月 ×

指標としていた海峡
ゆめタワーの施設
自体の魅力の低下
により、利用者が減
少していることによ
る。 ■　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

平成26年度のふくふくこども館利用
者の中で、市外の利用者数を計算し
たところ、最低でも29,566人/年の利
用があったと推察できる。
これを観光客数として計上した場
合、海峡ゆめタワーの利用者数との
合計で116,313人/年となる。
以上により、目標を達成したものと
考える。

指標２
中心市街地の公共施
設の年間利用者数

人/年 219,292 331,000 977,751 ○ 1,092,022 H27年4月 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

各公共施設とも目標値を超えて利
用者が増加しており、事業の効果が
十分に現れている。

指標３
歩行者・自転車通行
量

人/日 34,359 35,743 39,026 ○ 37,691 H27年9月 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

シネコン（シネマサンシャイン）、下関
駅ビル（リピエ）が新設され、下関大
丸の2階に新たな玄関入口が開口さ
れたことで、ＪＲ下関駅の2階に移っ
た改札口と自由通路からの歩行者
動線がつながった。
これにより、人工地盤上に賑わいが
生まれ、既存の商業施設（シーモー
ル、エスト）の入館者数が増加する
までに波及している。
また、ふくふくこども館の来客者数
が、当初目標の約4倍を記録してお
り、駅周辺の賑わいを如実化してい
る。

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見
見込み・確定の

別
1年以内の
達成見込み

その他の
数値指標１

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標２

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

今後も活動を継続することで、さらなる魅力を創出していく。

人工地盤を有効に使用するために周辺民間施設等と
協議を行っていく。

エリアマネジメント組織（エキマチしものせき推進協議会）の設
立。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項

・成果を持続させるために
行う方策

主たる基盤整備（ハード）はほぼ達成されたので、今後
の効果の持続のため、エリアマネジメント組織などによ
り意見を聴取し、ソフト面の取り組みも検討していく。

エリアマネジメント組織（エキマチしものせき推進協議会）との連
携により、プロジェクションマッピング、クリスマスイルミネーショ
ン、フリーマーケット、ランチタイムコンサート等を実施した。

定期的なイベントの実施により、駅前のにぎわい創
出に寄与するとともに、街の魅力がより一層高まり
つつある。

行政主導ではなく、エリアマネジメント組織（エキマ
チしものせき推進協議会）が主体となった人工地盤
の有効利用が出来ている。

従前の活動を継続しながら、更なる地域おこしに役立つ人材を招
へいする取組を進める。

事後評価シート　添付様式5－③から転記

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策



都市再生整備計画（第
だ い

6回
か い

変更
へ ん こ う

）

下関駅
し も の せ き え き

にぎわいプロジェクト地区

山口
や ま ぐ ち

県　下関
しものせき

市
し

平成26年3月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 98 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年
H16～19

平均
H25

人/年 H20 H25

人/日 H20 H25歩行者通行量 歩行者・自転車通行量（地区内の主要箇所9点観測）
「歩きたくなる、回遊したくなる街」の実現に向けて、交通結節点整
備や歩行者・自転車等通行環境整備を推進し、休日歩行者等通
行量の拡大を図る。

34,359人/日 35,743人/日

施設利用者数
中心市街地の公共施設（「社会教育複合施設・ふくふくサ
ポート・（仮称）下関市子育て世代活動支援センター」の年
間利用者数）

「愛着をもって、いきいきと暮らせる街」の実現に向けて、市民の生
涯学習や、市民活動を支援する各種サービス施設の利用拡大を
図る。

219,292人/年

112,600人/年観光入込客数
中心市街地に訪れる年間観光客数（海峡ゆめタワーの年
間利用者数）

「多彩な魅力が備わり、ゆっくり訪れたい街」の実現に向けて、来
訪魅力や回遊性を高め、観光入込客数の減少を食い止める。

112,600人/年

331,000人/年

・下関市は、山口県の南西端、本州の最西端に位置し、関門海峡を隔てて九州に面し、古くから九州や大陸方面を結ぶ内外交通の要衝として発展した港町である。明治22年に全国で初めて市制が施行された31市のうち、県内で初めて赤間関市として発
足した後、明治35年に下関市として改称後、明治38年に関釜連絡船が就航する等、近代日本の西の玄関口として繁栄してきた。その後複数の編入・合併の後、平成17年2月13日に旧豊浦郡の4町と合併、同年10月1日に中核市への移行により、市域面
積716.06平方キロ、人口約29万人の新市として、魅力ある都市づくりを進めている。
・下関駅周辺地区は、本市の中心市街地を形成する地区であり、本市の玄関口となっている。また、この地区には、県内最大の商業施設であるシーモール下関をはじめとする商業集積地区が形成され、国の行政施設、市民会館、海峡メッセ下関等の公
共公益施設や各種事業所等の多様な都市機能が集積している。
・ また、平成12年3月に旧法（中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推進に関する法律）に基づき「下関市中心市街他活性化基本計画」を策定・公表し、当該計画に基づき様々な取り組みを進めるとともに、平成16年度に
都市再生整備計画（海峡パノラマ地区）を策定し、『交流拠点の整備等による、市民及び来訪者（観光客）がともに楽しめるまちづくり』を目指して取り組んできたところである。
・今後、本市が社会経済情勢の変化に的確に対応し、持続的に繁栄していくことが求められており、本市の顔である当該地区の行政・経済はもとより教育・文化・福祉等、高次な都市機能・都市基盤を備え、市民や来訪者の様々な活動の舞台となる中心
市街地において、担うべき役割を再構築し、中心市街地活性化に資する施策や事業を総合的かつ一体的に展開していくため、平成21年度の認定に向けて下関市中心市街地活性化基本計画の策定に取り組んでいるところである。

・長年市民に親しまれてきた三角屋根の駅舎の焼失により、シンボル性が低下していること、駅前交通広場の路線バス降車スペースの容量不足により、鉄道駅とバス停との距離が離れていること、人工地盤と駅舎が接続していないことにより、集客・交
流人口が減少している。このため、駅前交通広場の整備や人工地盤の延伸等により、交通結節機能の強化を図ることで、本市の玄関口にふさわしい、多彩な魅力あるにぎわいの創出が求められる。また、シーモール下関や既存商店街グリーンモール等
の商業集積をはじめ、下関市民会館、平成19年5月に開館したしものせき市民活動センター等の既存ストックが集積しているが、交通結節機能の弱さから駅周辺の利便性が低く、また、誘導サインや回遊に導く施策が不足しているため、街なかの人通り
や施設利用者が減少している状況にある。このため、交通結節機能の強化と誘導的な施策を十分に連携し、相乗効果の期待できる拠点整備を推進する必要がある。
・下関港国際ターミナルで乗降する年間21万人の外国人観光客が、直接、他都市の観光等に向かっており、駅周辺に滞在する観光客の誘致が求められている。このため、商業施設に誘導する回遊性の拡大を図るとともに、本市の個性や歴史を活かし
た観光情報の提供を図り、交流人口の拡大に繋がる取り組みが必要である。
・既存商店街では、依然として空き店舗の増加や販売額の減少、通行量の減少など、活力の停滞が問題となっている。このため、グリーンモールについては、“リトル釜山”をコンセプトとして魅力強化が進められており、市外からの誘引も見込まれるイベ
ントが開催されるなど一定の成果が現れており、引き続き個性化や魅力強化の取り組みが求められる。
・市全域において一層の高齢化が進んできており、駅周辺の公共・公益施設、商業施設等の既存ストックが集積している当該地区の賑わい創出は、今後ますます望まれてくることが予想されるが、回遊する歩行者通行量や施設利用者が減少している状
況にある。このため、駅周辺の高齢者、身体障害者等の移動の利便性及び安全性の向上が急務となっていると伴に、これらの既存施設を生かし、良好な環境創造にも配慮し、市民が街なかで活発に楽しく活動できる環境条件を整えることにより、回遊性
を高め、交流による賑わいの創出・街なか居住の促進が必要である。

・「下関市総合計画」において、本市の経済産業の中心として、より高度な都市的サービスを担う地域として発展を目指す「都市拠点ゾーン」として位置付けられている。
・「都市計画マスタープラン」において、既存の都市機能を活かしながら都市に活力と潤いを持たせ、都市的魅力を高めるため、業務・商業機能の積極的な導入を図るとともに、本市の顔にふさわしい駅前の形成を進める地区として位置付けられている。
・「下関市交通バリアフリー基本構想」において、JR下関駅を「特定旅客施設」とし、特定旅客施設周辺の高齢者や身体障害者等がよく利用する主要施設を含んだ地区を「重点整備地区」として位置付けられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 山口県 下関市 下関駅にぎわいプロジェクト地区

計画期間 交付期間 25

大目標　下関駅周辺のにぎわい・交流拠点の創出、街なか生活の再生、街なか回遊の創造を創出するまちづくりを目指す。
目標①「多彩な魅力が備わり、ゆっくり訪れたい街」の実現
目標②「愛着をもって、いきいきと暮らせる街」の実現
目標③「歩きたくなる、回遊したくなる街」の実現



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動について
・交通利便性の向上や生活環境の改善を図るとともに、市民や来訪者へ幅広くPRを行う。
・下関市中心市街地活性化基本計画と連携を図る。また、下関市中心市街地活性化協議会を活用して、住民主体のまちづくり活動を実施する。

○交付期間中の計画の管理について
・交付期間中において各種事業の円滑な執行管理やまちづくりの目標達成に向けて確実な効果を高めるために、歩行者通行量の観測やモニタリングの実施を行い、問題の処理、計画の修正・調整・改善を行う。

○街なか回遊の創造
・下関駅前の交通結節機能の改善を図るとともに、駅前とグリーンモールや周辺商業施設、下関港国際ターミナルとの相互の人の流れを創出する。
・自転車や歩行者にとって快適な歩道空間の環境整備を行い、利便性・安全性の確保を図る。
・周辺からのアクセスの向上、公共交通サービスの向上を図り、地域間や街なかに点在する各種施設間の回遊性の向上を図る。

方針に合致する主要な事業
○にぎわい・交流拠点の創出
・下関駅を中心とする都市拠点の形成を図るとともに、市民をはじめ、市外や外国からの観光客が多く訪れ賑わいのあるまちづくりを創出する。
・下関駅前をはじめ街なかに点在する歴史・観光資源の散策により、賑わいと滞留時間の拡大を創出する。

・市道竹崎町自歩道7号線（基幹事業、道路）
・市道竹崎町34号線（基幹事業、道路）
・港湾道路（歩道）（基幹事業、高質空間形成施設）
・東口駅前広場（基幹事業、道路）
・西口駅前広場（基幹事業、道路）
・南口交通広場（基幹事業、地域生活基盤施設）
・誘導サイン（基幹事業、地域生活基盤施設）
・下関駅東西連絡通路（基幹事業、地域生活基盤）
・次世代育成支援拠点施設（基幹事業、高次都市施設）
・国際ターミナル施設整備（提案事業、地域創造支援事業）
・観光促進事業（提案事業、まちづくり活動推進事業）
・東南広場連絡通路（提案事業、地域創造支援事業）
・にぎわい通り整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・駐輪場管理施設整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・暮らし･にぎわい再生事業　開発ビル整備（関連事業）
・暮らし･にぎわい再生事業　シネマコンプレックス・立体駐車場整備（関連事業）
・エリアマネジメント事業（提案事業、まちづくり活動推進事業）

○街なか生活の再生
・高齢者にとっても安全な環境を整備し、身近な商店街での買い物や生活サービスの充実を図り、地域のコミュニティを醸成する。
・しものせき市民活動センターでの充実したサポートや社会教育複合施設の運営により、街なかでの活発な市民活動を推進する。
・歴史資源の活用や文化活動の展開により、市民の街への愛着や誇りを醸成する。

・市道竹崎町自歩道7号線（基幹事業、道路）
・港湾道路（歩道）（基幹事業、高質空間形成施設）
・誘導サイン（基幹事業、地域生活基盤施設）
・公衆トイレ（基幹事業、高質空間形成施設）
・下関駅東西連絡通路（基幹事業、地域生活基盤）
・次世代育成支援拠点施設（基幹事業、高次都市施設）
・にぎわい通り整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・駐輪場管理施設整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・自転車通行環境モデル地区整備事業（関連事業）（協議中）
・自転車通行環境エリアの整備（関連事業）
・鉄道施設バリアフリー化施設整備（関連事業）
・国際通り整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・国際通り商店街PR事業（提案事業、まちづくり活動推進事業）
・県道下関駅停車場線整備事業（関連事業）（協議中）

・市道竹崎町自歩道7号線（基幹事業、道路）
・市道竹崎町34号線（基幹事業、道路）
・港湾道路（歩道）（基幹事業、高質空間形成施設）
・東口駅前広場（基幹事業、道路）
・西口駅前広場（基幹事業、道路）
・南口交通広場（基幹事業、地域生活基盤施設）
・誘導サイン（基幹事業、地域生活基盤施設）
・下関駅東西連絡通路（基幹事業、地域生活基盤）
・次世代育成支援拠点施設（基幹事業、高次都市施設）
・国際ターミナル施設整備（提案事業、地域創造支援事業）
・東南広場連絡通路（提案事業、地域創造支援事業）
・にぎわい通り整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・駐輪場管理施設整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・観光促進事業（提案事業、まちづくり活動推進事業）
・自転車通行環境モデル地区整備事業（関連事業）（協議中）
・自転車通行環境エリアの整備（関連事業）
・暮らし･にぎわい再生事業　開発ビル整備（関連事業）
・暮らし･にぎわい再生事業　シネマコンプレックス・立体駐車場整備（関連事業）
・国際通り整備事業（提案事業、地域創造支援事業）
・国際通り商店街PR事業（提案事業、まちづくり活動推進事業）
・県道下関駅停車場線整備事業（関連事業）（協議中）
・エリアマネジメント事業（提案事業、まちづくり活動推進事業）
・人工地盤にぎわい創出事業(提案事業、地域創造支援事業)



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 下関市 直 A=10,600㎡ H21 H25 H21 H25 1378.4 1378.4 1378.4 1378.4

下関市 直 A=1,700㎡ H21 H25 H21 H25 602.0 602.0 602.0 602.0

下関市 直 L=60m H21 H25 H21 H25 443.0 443.0 443.0 443.0

下関市 直 L=62m H21 H25 H21 H25 481.0 481.0 481.0 481.0

地域生活基盤施設 下関市 直 A=5,000㎡ H21 H25 H21 H25 1016.0 1016.0 1016.0 1016.0

下関市 直 47箇所 H25 H25 H25 H25 54.0 54.0 54.0 54.0

下関駅東西連絡通路 下関市 直 L=167m H21 H25 H21 H25 1676.0 1676.0 1676.0 1676.0

高質空間形成施設 下関市 直 1箇所 H21 H25 H21 H25 53.0 53.0 53.0 53.0

港湾道路（歩道） 下関市 直 L=740m H21 H25 H21 H25 140.0 140.0 140.0 140.0

高次都市施設 下関市 直 A=4786.2㎡ H22 H25 H22 H25 1038.3 1038.3 1038.3 1038.3

合計 6,881.7 6,881.7 6,881.7 6,881.7 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

下関市 直 A=1,100㎡ H21 H22 H21 H22 28.0 28.0 28.0 28.0

商店街振興組合
下関市

直・間 1式 H22 H25 H22 H25 50.0 50.0 50.0 50.0

下関市 直 A=600㎡ H24 H25 H24 H25 207.0 207.0 207.0 207.0

下関市 直 L=60 m H24 H25 H24 H25 550.0 550.0 550.0 550.0

民間 間 1箇所 H25 H25 H25 H25 91.5 91.5 61.0 30.5 61.0

下関市 直 5箇所 H24 H25 H24 H25 70.0 70.0 70.0 70.0

下関市 直 - H22 H25 H22 H25 3.0 3.0 3.0 3.0

商店街振興組合 間 - H22 H25 H22 H25 1.0 1.0 1.0 1.0

下関市 直 - H25 H25 H25 H25 6.0 6.0 6.0 6.0

合計 1,006.5 1,006.5 976.0 976.0 …B

合計(A+B) 7,857.7

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

国土交通省 国土交通省 L=450m ○ H25 H25 150.0

下関市 国土交通省 L=470m ○ H21 H22 199.0

下関市 国土交通省 L=130m ○ H21 H22 57.0

JR西日本 国土交通省 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ3基 ○ H21 H22 320.0

開発ビル整備 民間 国土交通省 A=約3,700㎡ ○ H22 H25 557.9

民間 国土交通省 A=約5,400㎡ ○ H21 H25 1,221.1

立体駐車場整備（建物補償） 下関市 国土交通省 5軒 ○ H21 H25 271.5

県道下関駅停車場線 山口県 - L=200ｍ ○ H25 H26 75.0

合計 2,851.5

県道下関駅停車場線整備事業

鉄道施設バリアフリー化施設整備補助金 移動円滑化施設整備

暮らし・にぎわい再生事業

　　　　　　　　　〃 シネマコンプレックス・立体駐車場整備

　　　　　　　　　〃

全体事業費

自転車通行環境モデル地区整備事業 国道9号

自転車通行環境エリアの整備（含ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ整備） 市道竹崎・細江線

自転車通行環境エリアの整備（含ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ整備） 市道細江線

-

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

まちづくり活
動推進事業

観光促進事業 -

地域創造
支援事業

駐輪場管理施設整備事業

国際通り商店街PR事業 -

エリアマネジメント事業

にぎわい通り整備事業 内装整備

東南広場連絡通路 人工地盤の延伸

人工地盤にぎわい創出事業 ゲートの整備に関する間接補助

うち民負担分

国際ターミナル施設整備 -

国際通り整備事業 -

細項目

次世代育成支援拠点施設

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

東口駅前広場

西口駅前広場

市道竹崎町自歩道7号線

0.449

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

管理施設整備

交付対象事業費 7,857.7 交付限度額 3,529.0 国費率

市道竹崎町34号線

南口交通広場

誘導サイン

公衆トイレ



都市再生整備計画の区域

　下関駅にぎわいプロジェクト地区（山口県下関市） 面積 98 ha 区域
新地町、上条町、今浦町、長門町、竹崎町一丁目、竹崎町二丁目、竹崎町三丁目、竹崎町四丁目、豊前田
町三丁目、細江町三丁目、細江新町、大和町一丁目、東大和町一丁目

国道9号 

国道191号 

JR下関駅 

下関市民会館 

下関国際ターミナル 

JR山陽本線 

国道9号 

下関駅にぎわいプロジェクト地区（98ha） 

a190800
長方形

a190800
線

a190800
グループ

a190800
線
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